
令和2年2月定例高森町教育委員会 会議録 

 

日 時   令和2年 2月 14日（金） 午後4時～午後5時 15分 

場 所   中央公民館学習室 

出席者   教育長      帯刀昇 

      教育長職務代理者 藤田柳治 

      教育委員     宮島元子  鈴木ちほ  湯澤正農夫 

      事務局      福島事務局長・大沢局長補佐・清水局長補佐・松島子ども支援係長・

寺沢社会教育係長・久保田文化財保護係長 

１．開会 

２．あいさつ（帯刀教育長） 

３．協議・報告事項 

（１）飯伊市町村連絡協議会からの報告・・・帯刀教育長説明 

   質疑なし 

（２）各係からの報告 

◆学校教育係 

  ・高森町町立保育園等における医療的ケア実施要領について 

（藤田職務代理）ここでいう児童は中学生も含めるのか。 

（事務局）含める。 

◆子ども支援係 

  ・新吉田河原保育園建設説明会について ３月４日（水）午後７時 吉田区民会館 

◆社会教育係 

  ・高森町学校運営協議会設置要綱等について 

   事務局より内容について説明 

（藤田職務代理） 

評価は、数字ではなく抽象的な評価でいいのではないか？現状と課題を出し合い、第３者機関と

して話し合いを行うことで、多くの意見が出ると思う。 

 （事務局） 

評価を数字でとは思っていない。地域の方と一緒に学校運営をしていきたい。また、参加いただ 

くボランティアの方々のやりがいにもつなげていきたい。 

（湯澤委員） 

全体的には、説明いただいた内容でいいと思う。評価というのは、教育現場にはそぐわないと感

じる。 

（事務局） 

その都度、振り返りを行い、評価し改善していくことが大切と考える。 

 

（３）第７次まちづくりプランについて・・・各施策担当説明 

 （藤田職務代理） 

持続可能な社会をつくっていけるための施策が大切。町民がわかるような表現をした方が良い。 

 （湯澤委員） 

分野 A：どんな学びの実現をするのか明確にすべきであり、自ら学ぶという意味を入れるといい。 

分野 B：施策名に「地域の子」を入れるといい。 



 （宮島委員） 

「主体的な学び」がいいのでは。ただし、何をしていくのかが大切なことである。 

４．今後の日程 

   資料参照・・・確認 

５．その他 

   

６．閉会 

 

【次回教育委員会】 

  ３月６日（金）中央公民館 学習室 A 

    定例教育委員会 午後３時～ 

     

 

 

 

 


